
エコマネジメント長野 警察グループ環境方針 

警察グループは、「エコマネジメント長野 環境方針」、「長野県気候危機突破方針」等を

踏まえ、省資源・省エネルギーの取組を徹底するなど、警察活動に伴う環境への負荷の低

減に努めるほか、施策の推進に当たっても最大限環境に配慮し、持続可能な脱炭素社会

の実現に向けて取り組みます。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

 

 

 

この他、従来の基本的な省エネルギー・省資源の取組として以下の取組を継続して

いきます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 令和８年４月１日 

    長野県警察本部長  
         阿 部  文 彦 

 

 ◎ 警察施設・装備の省エネルギー化等の推進 

  ・ 警察施設の新築、改築等に当たっては、消費エネルギーの削減に最大限配慮

して工事内容を検討し、省エネルギー化を推進する。 

・  庁舎で使用する電力については、再生可能エネルギーを条件とした電力調達

とし、省エネルギー化を推進する。   

  ・ 安全・円滑な交通の確保と必要性の低下した交通信号機の撤去を推進する。 

  ・ ＥＶ（電気自動車）を始めとした環境性能の高い公用車の導入を推進する。 

 ◎ 事務の効率化の推進 

  ・ Ｗｅｂ会議システムを活用した事務の効率化による超過勤務の縮減等を推進

する。 

 ◎ 信州プラスチックスマート運動の推進 

  ・ 警察施設から排出されるプラスチック使用製品産業廃棄物等の適切な分別及

び排出抑制を推進する。 

 ◎ スマートムーブの推進 

  ・ 通勤や出張時のエコドライブの徹底や公共交通機関の利用を推進する。 

○ 昼食休憩時の消灯 

○ 廊下、トイレ及び給湯室の不要時・不要場所の消灯 

 ○ 冷暖房の適正な温度管理 

 ○ 両面印刷及び集約印刷の徹底 


